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らの大学院カリキュラムとして採用された。
１）環境生態学：
　環境と人間活動との関係をとらえるための基礎理論とし
て個体群生態学と群集生態学に焦点を絞って，基礎と最近
の成果を含めて総合的に解説し，イントロダクションとす
る。
２）生態系と人間：
　森林，農耕地など各陸上生態系での人間活動の生態系へ
のインパクトを評価し，その持続可能な利用形態や政策誘
導を検討する。
　さらに以下の大学院カリキュラムを提起し，準備を行い
たいと考える。
３）歴史環境学：
　人口，土地利用，森林利用，農耕地利用，水界（海・湖・
河川）利用とその生態系の歴史的変遷を環境史としてとら
え，人間社会と環境との関係を総合的に評価し，持続可能
な社会のあり方を，パネルディスカッション含めて実施す
る。
　いかがであろうか。この３つ以外にも複数のカリキュラ
ムの設計が可能であると思われる。以上，これらの研究会
を通じて少なくとも３つのカリキュラムを提示できたこと
は，重要な成果であると考える。
